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粉ミルクの酸化的劣化における各種パラメーターの検討
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　目的　脂質過酸化の定量的指標を検討するために、マロンジアルデヒド（MDA)''並びに、

ビタミンC （VC）-'）を特異的に定量する方法を開発した。次の展開として、生体と同じ

複合系であるが、代謝系を持だないため、解析が比較的容易と考えられるモデル物質とし

て粉ミルクの酸化的劣化における各種パラメーターの指標についての有効性を検討した。

　方法　粉ミルクを粉体と、懸濁液の状態で撹絆しつつ種々の温度にて加熱酸化した。ま

た、懸濁液では、加熱酸化の他、アソ系の水溶性及び脂溶性のラジカル開始剤を使用して

酸化反応を行い、ミルク中のＭＤＡ、ＴＢＡ－ＲＳ、ＶＣ、VE、SH基を定量した。

　結果　けん濁液を8 0でで加熱した場合、反応初期では、総ＶＣとSH基のみが減少し

た。粉体を8 OVで加熱した場合もＶＣとSH基が時間と共に減少したが、４日間加熱し

てもＶＥの減少は認められなかった。水溶性ラジカル開始剤添加の場合、vcとSH基が

まず減少し、それらが全て消費された後ＶＥが滅少し、それらに対応して、TB A-RS

の増加が見られた。脂溶性ラジカル開始剤を添加すると、SH基、ＶＣ、ＶＥが同時に減

り始め、それらの減少と対応して、ＴＢＡ－ＲＳが増加したがＭＤＡの増加はほとんど認

められなかった。以上により、粉ミルクを粉体と懸濁液で加熱酸化すると、水溶性ラジカ

ル開始剤を添加した場合と似た挙動を示し、水溶性ラジカルが発生して酸化を促進してい

ると考えられ、ＶＣとSH基が良好な酸化の指標になり得ることが明らかになった。
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目的：ヒトの健康維持・増進に有効であるといわれる動物性乳酸菌を発酵漬物に関与させ

ることの可能性を知るために，かぶ汁を用いて生育・耐塩性・生酸能および植物性乳酸菌。

Ｇ(－)菌との混合培養の影響等基礎的実験をおこなった。

方法：生育および耐塩性は，バイオプロッターを用いて660n・における濁度を測定した。

生酸能は, PH測定および酸度を経日的に測定した。動物性乳酸菌の他菌との混合培養の影

響は，各菌の前培養液を適当に希釈したものを，かぶ汁に対して0.4％(容量)添加し，初

発菌を10"~10／かぶ汁ｄにし，発酵させ生菌数を選択培地を用いて経日的に定量し，単

独培養した場合と比較することで調べた。

結果：７種の動物性乳酸菌のうち３種(L.case i,St r.thermoph i1us,Y菌一酸乳飲料からの

分離菌－)はかぶ汁で生育可能であった。これらの菌ぱ. 2.5～3％の食塩濃度に耐性であっ

た。生酸能は植物性乳酸菌(発酵５日後の酸度: 0.33～0.57％)に比して同程度から約1／2

であった。３種の植物性乳酸菌およびかぶから分離した３種のＧ(－)菌との混合培養の影

響では, L.caseiおよびＹ菌はいずれの菌と混合培養しても単独培養に比してio~io'jii少

したが影響は殆ど受けなかった。
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